トラックの死角
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	直前の死角

トラックは遠くの視界はいいが、直前には大きな死角がある。平成15年11月、川崎市の県道で大型トラックがベビーカーを押して横断中の母親をひいた。１０ヶ月の子どもは死亡、母親は重傷を負った。

トラックのフロントガラスの内側には装飾板が置かれており、装飾板で広がった死角（ピンク色の部分）に母子が入ったために、運転者は気づかなかった。
母親は身長１６３cm。装飾板を外せば、０.９ｍ先にいても頭が見えるが、装飾板があると、２.７ｍ先でないと上半身が確認できない。
トラックの運転者は、装飾版で死角が広がることを認識していない人が多い。最近では、営業車は装飾版をはずすようになった。
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	装飾版をつけていない場合でも（上図ピンクの下の部分）、小学生以下の子どもはすっぽりとトラックの死角の中に入ってしまう。車高の高いワゴン車やＲＶ車も直前の死角は大きい。一般の乗用車ならば、目の高さはトラックの高さの半分なので、トラックよりは死角は少ない。

横の死角
トラックの死角は前後左右にも大きい。運転者は一度サイドミラーを見ただけでは、歩行者の存在を確認することはできない。しかし何度サイドミラーを見たとしても落とし穴がある。交差点ではトラックはゆっくり進行する。もしも死角の中に入ってしまった歩行者とトラックが同じスピードで進行し、トラックが左折したらどうなるだろうか。トラックの運転者からは歩行者の姿が見えないまま、巻き込み事故となる。


内輪差（ないりんさ） 

　下の図はトラックが左折する際のタイヤの通るラインを示している。

後輪は前輪より内側を通る。これを内輪差という。大きい車は、内輪差が大きい。
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前輪の通るライン





後輪の通るライン
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